
第６期第1314回詳報

休業は求めず

従業員の安否確認の
方法を決める

設備の安全確認、
情報のバックアップ

企業・商業施設
事前の避難は求めず

すぐ逃げられる
服装で就寝、
携帯電話を充電、
持ち出す物は枕元
などに

迅速な避難の準備

避難場所・経路、備蓄、
家具の固定、家族との
連絡手段

日頃の備え再点検
住民注

意
情
報
発
表
時
に
取
る
べ
き
主
な
行
動

※
内
閣
府
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
基
に
作
成
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困
難
抱
え
る
子
支
援
を

学
習

表
現
の
場

事
例
学
ぶ

待
つ
姿
勢
が
大

子
ど
も
が
自
分
の
感
情
を
言

葉
に
す
る
の
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
大
橋
さ
ん
の
話
を
聞
い

て
、
無
理
に
聞
こ
う
と
せ
ず
、

子
ど
も
が
自
ら
話
す
の
を
待
つ

こ
と
が
大
事
だ
と
分
か
り
ま
し

た
。
将
来
、
看
護
師
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
患
者
の
気
持
ち
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
が
で
き
る
看

護
師
に
な
り
た
い
で
す
。
（
仙

台
市
若
林
区
・
宮
城
大
２
年
・

古
川
美
友
さ
ん
・

歳
）

生
同
士
伝

菅
原
さ
ん
は
津
波
で
家
族
を

亡
く
す
つ
ら
い
経
験
を
し
た
の

に
、
避
難
所
運
営
や
遺
児
の
支

援
を
続
け
た
の
は
す
ご
い
と
感

じ
ま
し
た
。
気
負
わ
ず
被
災
地

に
来
て
ほ
し
い
と
の
言
葉
が
胸

に
残
り
ま
し
た
。
関
心
を
持
ち

続
け
、
学
生
同
士
の
交
流
で
教

訓
を
伝
え
る
な
ど
備
え
と
伝
承

に
取
り
組
み
た
い
。
（
仙
台
市

宮
城
野
区
・
東
北
大
１
年
・
後

藤
太
朗
さ
ん
・

歳
）

受
講

声
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抹
メ モ ３１１「伝える／備
える」次世代塾を運営する推進
協議会の構成団体は次の通り。
河北新報社、東北福祉大、仙台
市、東北大、宮城教育大、東北
学院大 東北工大 宮城学院女子
大、尚絅学院大、仙台白百合女
子大、宮城大、仙台大、学都仙
台コンソーシアム、日本損害保
険協会、みちのく創生支援機構。

会場を歩きながら折り紙を使ったプログラムについて
説明する菅原さん

子どもの学習支援で見えてきた
課題を振り返る大橋さん

東
日
本
大
震
災
の
伝
承
と
防

災
の
担
い
手
育
成
を
目
的
に
、

河
北
新
報
社
な
ど
が
開
く
通
年

講
座
「
３
１
１
『
伝
え
る
／
備

え
る
』
次
世
代
塾
」
第
６
期
は

日
、
「
被
災
者
支
援
」
を
テ

ー
マ
に
、
第

、

回
講
座
を

仙
台
市
宮
城
野
区
の
東
北
福
祉

大
仙
台
駅
東
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
き
、
大
学
生
ら

人
が
参
加

し
た
。

子
ど
も
の
学
習
支
援
を
行
う

仙
台
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ス
イ

ク
代
表
理
事
の
大
橋
雄
介
さ
ん

、
震
災
遺
児
の
心
の
ケ
ア

を
続
け
る
東
松
島
子
ど
も
グ
リ

ー
フ
サ
ポ
ー
ト
代
表
理
事
の
菅

原
節
郎
さ
ん

が
講
師
を
務

め
た
。

大
橋
さ
ん
は
震
災
発
生
約
１

カ
月
後
の
２
０
１
１
年
４
月
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
と
市
内
の
避

難
所
を
訪
ね
、
子
ど
も
の
勉
強

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
を
始
め

た
。
そ
の
後
も
仮
設
住
宅
団
地

の
集
会
所
や
、
ア
パ
ー
ト
な
ど

み
な
し
仮
設
住
宅
に
住
む
子
の

た
め
に
拠
点
を
設
け
て
活
動
を

続
け
た
。

活
動
の
中
で
、
不
登
校
で
日

中
も
仮
設
住
宅
に
い
る
子
、
親

の
借
金
で
転
居
が
続
き
十
分
に

学
校
に
通
え
な
か
っ
た
子
な

ど
、
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
を

目
の
当
た
り
に
し
た
と
い
う
。

大
橋
さ
ん
は
「
震
災
前
は
見

え
に
く
か
っ
た
問
題
を
、
震
災

は
浮
き
彫
り
に
し
た
」
と
指
摘
。

「
子
ど
も
の
支
援
は
家
庭
を
含

め
た
関
わ
り
が
必
要
で
、
学
習

支
援
は
家
庭
と
関
係
を
つ
く
る

入
り
口
に
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
も

共
通
す
る
が
、
生
活
基
盤
の
弱

い
人
が
困
ら
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
築
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と

訴
え
た
。

菅
原
さ
ん
は
東
松
島
市
野
蒜

の
自
宅
を
津
波
で
流
失
、
妻
郁

子
さ
ん
‖
当
時

‖
、
長
男

諒
さ
ん
‖
同

‖
を
亡
く
し

た
。
市
議
だ
っ
た
菅
原
さ
ん
は

揺
れ
が
収
ま
る
と
、
２
人
に
近

所
の
高
齢
者
の
避
難
を
頼
み
、

地
域
に
避
難
を
呼
び
か
け
る
た

め
家
を
後
に
し
た
。
移
動
中
に

車
ご
と
波
に
流
さ
れ
た
が
、
民

家
に
逃
げ
て
命
拾
い
し
た
。

２
人
の
行
方
が
分
か
ら
な
い

ま
ま
避
難
所
運
営
に
追
わ
れ
、

約

日
後
に
２
人
の
遺
体
を
市

内
の
安
置
所
で
確
認
。
自
責
の

念
と
罪
悪
感
か
ら
う
つ
病
を
患

い
、
入
退
院
を
繰
り
返
し
た
。

津
波
で
親
を
失
っ
た
子
が
市

内
に
三
十
数
人
い
る
と
知
り
、

専
門
家
の
協
力
を
得
て
子
ど
も

の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を

年
５
月

に
始
め
た
。
子
ど
も
が
思
い
を

自
由
に
表
せ
る
集
ま
り
を
定
期

的
に
開
き
、
対
象
を
県
内
に
広

げ
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。

菅
原
さ
ん
は
「
子
ど
も
は
成

長
と
と
も
に
自
分
と
向
き
合
う

す
べ
を
身
に
つ
け
る
。
回
復
の

ス
ピ
ー
ド
は
そ
れ
ぞ
れ
な
の

で
、
息
長
く
関
わ
り
た
い
」
と

述
べ
た
一
方
、
「
活
動
で
自
分

も
救
わ
れ
た
」
と
明
か
し
た
。

震
災
か
ら

年
９
カ
月
と
な

る
遺
族
の
心
情
を
「
亡
く
な
っ

た
家
族
を
思
わ
な
い
日
は
な

い
。
若
い
皆
さ
ん
が
被
災
地
に

関
心
を
寄
せ
、
訪
ね
て
く
れ
る

こ
と
が
力
に
な
る
」と
訴
え
た
。

受
講
生
は
大
切
な
人
や
も
の

を
折
り
紙
に
書
い
た
後
で
ち
ぎ

っ
て
並
べ
直
し
、
喪
失
に
よ
る

悲
嘆
と
回
復
支
援
の
心
の
動
き

を
疑
似
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
も
取
り
組
ん
だ
。
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後発地震注意情報きょう開始

避難所や食料備え再点検を

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い

で
の
地
震
発
生
時
、
後
発
の
巨

大
地
震
に
注
意
を
促
す
「
北
海

道
・
三
陸
沖
後
発
地
震
注
意
情

報
」
が

日
に
始
ま
り
ま
す
。

Ｑ

発
表
時
に
取
る
べ
き
行

動
は
。

Ａ

自
治
体
の
防
災
行
政
無

線
や
報
道
に
注
意
し
、
い
ざ
と

い
う
時
に
す
ぐ
に
避
難
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
避
難
場

所
や
経
路
を
確
認
し
、
水
や
食

料
な
ど
の
備
蓄
、
家
具
の
固
定

な
ど
、
日
頃
の
備
え
の
再
点
検

が
必
要
で
す
。
迅
速
に
避
難
で

き
る
よ
う
、
携
帯
電
話
や
ラ
ジ

オ
は
、
緊
急
情
報
に
気
付
き
や

す
く
す
る
た
め
に
音
量
を
上

げ
、
充
電
も
忘
れ
ず
に
。
家
族

と
の
連
絡
手
段
も
決
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

Ｑ

津
波
が
心
配
で
す
。

Ａ

北
海
道
や
東
北
で
は
、

積
雪
や
凍
結
で
避
難
に
時
間
が

か
か
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
寝

る
時
は
家
の
中
で
最
も
安
全
な

場
所
を
選
び
、
す
ぐ
逃
げ
ら
れ

る
服
を
着
て
お
く
と
よ
い
で
し

ょ
う
。
防
寒
具
や
薬
な
ど
必
要

な
物
を
持
ち
出
す
た
め
の
リ
ュ

ッ
ク
サ
ッ
ク
は
、
枕
元
な
ど
に

準
備
し
て
お
く
こ
と
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ｑ

情
報
が
出
た
段
階
で
避

難
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
か
。

Ａ

あ
ら
か
じ
め
親
戚
や
知

人
宅
な
ど
安
全
な
場
所
に
避

難
す
る
か
ど
う
か
は
、
住
民
の

判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

避
難
所
の
開
設
も
自
治
体
の

任
意
な
の
で
、
高
齢
者
や
妊
婦

な
ど
、
逃
げ
る
の
に
時
間
が
か

か
り
そ
う
な
人
は
、
早
め
に
避

難
先
を
決
め
て
お
く
と
安
心
で

す
。Ｑ

企
業
や
商
業
施
設
が
や

る
べ
き
こ
と
は
。

Ａ

業
務
の
停
止
や
交
通
機

関
の
運
休
な
ど
は
要
請
さ
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
、
設
備
の
安
全
確

認
や
情
報
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、

従
業
員
の
安
否
確
認
の
方
法
を

決
め
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

子
ど
も
食
堂

ヵ
所
に

コ
ロ
ナ
の
制
限
緩
和
で
増
加

【
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
時
事
】
イ
ラ
ン
で
女
性
の
ス
カ
ー
フ
着
用
強
制
問
題
を

き
っ
か
け
と
す
る
大
規
模
な
抗
議
デ
モ
が
始
ま
っ
て
か
ら

日
で
３
カ
月
た

つ
。
こ
れ
ま
で
の
治
安
部
隊
と
デ
モ
隊
の
衝
突
で
４
０
０
人
以
上
が
死
亡
し
た

と
み
ら
れ
、
当
局
は
拘
束
者
を
短
期
間
で
相
次
い
で
処
刑
す
る
な
ど
抑
圧
的
な

対
応
を
一
段
と
強
化
。
最
高
指
導
者
ハ
メ
ネ
イ
師
を
頂
点
と
す
る
イ
ス
ラ
ム
体

制
の
打
倒
を
求
め
る
動
き
を
、
断
固
封
じ
込
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

イ
ラ
ン
政
権

抑
圧
強
化

拘
束
者
を
相
次
ぎ
処
刑

体制打倒困難の見方根強く
国
連
女
性
委
イ
ラ
ン
を
排
除
米
提
案

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】
国
連

経
済
社
会
理
事
会
（

カ
国
）
は

日
、
女
性
の
権
利
を
抑
圧
し
て

い
る
と
し
て
イ
ラ
ン
を
「
女
性
の

地
位
に
関
す
る
委
員
会
」
（

カ

国
）
か
ら
排
除
す
る
決
議
案
を
日

本
な
ど

カ
国
の
賛
成
で
採
択
し

た
。
ス
カ
ー
フ
の
か
ぶ
り
方
を
理

由
に
拘
束
さ
れ
た
女
性
が
急
死
し

た
こ
と
や
、
こ
れ
に
抗
議
す
る
デ

モ
の
弾
圧
を
問
題
視
し
、
米
国
が

決
議
案
を
提
出
し
た
。

決
議
は
、
イ
ラ
ン
が
表
現
の
自

由
な
ど
女
性
の
人
権
を
抑
圧
し
、

委
員
会
の
目
的
や
役
割
に
著
し
く

反
し
た
政
策
を
取
っ
て
い
る
と
指

摘
。「
深
刻
な
懸
念
」
を
表
明
し
、

即
時
排
除
を
決
め
た
。

中
国
や
ロ
シ
ア
を
含
む
８
カ
国

が
反
対
し
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
が
棄

権
し
た
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
は
問
題

解
決
に
つ
な
が
ら
ず
「
逆
効
果
に

な
る
」
と
し
て
反
対
し
、
メ
キ
シ

コ
は
「
多
国
間
の
場
か
ら
の
排
除

は
対
話
や
国
際
協
力
に
お
い
て
有

益
で
な
い
」
と
苦
言
を
呈
し
た
。

イランの首都テヘランで、スカーフのかぶり方を巡
って拘束された女性が死亡したことに抗議する市民
ら‖10月１日（ＡＰ‖共同）

イ
ラ
ン
で
は
９
月

日
、
ス
カ

ー
フ
の
「
不
適
切
な
着
用
」
を
理

由
に
風
紀
警
察
に
連
行
さ
れ
た
ク

ル
ド
系
の
女
性
マ
フ
サ
・
ア
ミ
ニ

さ
ん

が
拘
束
下
で
急
死
。
虐

待
を
疑
う
市
民
が
始
め
た
抗
議
行

動
に
人
権
や
生
活
状
況
の
改
善
を

求
め
る
人
々
が
加
わ
り
、
デ
モ
隊

は
各
地
で
「
ハ
メ
ネ
イ
に
死
を
」

と
訴
え
た
。

こ
れ
に
対
し
、
イ
ラ
ン
の
政
権

は
敵
対
す
る
米
国
や
イ
ス
ラ
エ

ル
が
デ
モ
を
仕
組
ん
だ
と
主
張
。

ス
カ
ー
フ
の
強
制
を
巡
っ
て
は
、

モ
ン
タ
ゼ
リ
検
事
総
長
が
風
紀

警
察
の
廃
止
に
言
及
し
た
も
の

の
、
街
頭
で
は
治
安
部
隊
が
取

り
締
ま
り
を
続
け
て
い
る
。
レ
ー

マ
ン
国
連
特
別
報
告
者
は
「
こ
れ

ま
で
に
（
市
民
）
１
万
５
０
０
０

人
以
上
が
拘
束
さ
れ
た
」
と
指
摘

す
る
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
通
信
に
よ
れ
ば
、
こ
の

う
ち

人
に
死
刑
判
決
が
言
い
渡

さ
れ
、
首
都
の
あ
る
テ
ヘ
ラ
ン
州

だ
け
で
４
０
０
人
が
禁
錮
刑
に
処

さ
れ
た
。

月
に
入
る
と
、
少
な

く
と
も
２
人
が
「
治
安
部
隊
へ
の

暴
力
行
為
」
な
ど
を
理
由
に
相
次

い
で
処
刑
さ
れ
た
。
こ
の
２
人
は

拘
束
か
ら
数
週
間
で
命
を
奪
わ
れ

た
。イ

ラ
ン
学
生
通
信
（
Ｉ
Ｓ
Ｎ
Ａ
）

に
よ
る
と
、
改
革
派
と
し
て
知
ら

れ
る
ハ
タ
ミ
元
大
統
領
は
今
月
６

日
、
デ
モ
参
加
者
が
掲
げ
る
「
女

性
、
生
活
、
自
由
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
美
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
」

と
述
べ
、
デ
モ
へ
の
支
持
を
表
明

し
た
。
ハ
メ
ネ
イ
師
の
親
族
も
、

政
権
の
対
応
は
「
専
制
的
だ
」
と

あ
か
ら
さ
ま
に
非
難
し
た
。

た
だ
、
国
際
社
会
で
は
こ
う
し

た
声
が
注
目
さ
れ
る
も
の
の
、
デ

モ
に
よ
る
混
乱
を
嫌
う
市
民
が
多

い
の
も
事
実
の
よ
う
だ
。
デ
モ
へ

の
支
持
は
広
が
り
を
欠
き
、
体
制

打
倒
は
困
難
と
い
う
見
方
が
根
強

い
。ト

ル
コ
に
あ
る
イ
ラ
ン
研
究
セ

ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｍ
）
の
メ
フ
メ

ッ
ト
・
コ
チ
研
究
員
は
「
ハ
タ
ミ

師
ら
の
支
持
表
明
は
、
イ
ラ
ン
社

会
で
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
は
い

な
い
」
と
分
析
。
政
権
側
は
犠
牲

者
の
数
を
抑
え
る
た
め
、
あ
え
て

デ
モ
抑
制
に
時
間
を
か
け
て
お

り
、
「
デ
モ
の
規
模
は
全
体
的
に

縮
小
し
て
い
る
」
と
い
う
見
解
を

示
し
た
。
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末
末
末
末
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末
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末
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末
末
末
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末
末
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コ
ロ
ナ
拡

で
経
済

混
乱

【
北
京
時
事
】
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
く

中
国
で
、
経
済
の
混
乱
が
深
刻

化
し
て
い
る
。

月
の
小
売
売

上
高
は
前
年
同
月
比
５
・
９

％
減
と
６
カ
月
ぶ
り
の
大
幅
な

落
ち
込
み
を
記
録
。
鉱
工
業
生

産
も
伸
び
が
急
激
に
鈍
化
し

た
。
専
門
家
の
間
で
は
、
今
年

の
経
済
成
長
率
が
政
府
目
標

の
「
５
・
５
％
前
後
」
を
大
き

く
下
回
る
３
％
程
度
に
と
ど
ま

る
と
の
観
測
が
広
が
っ
て
い

る
。中

国
で
は

月
に
コ
ロ
ナ
感

染
者
数
が
急
増
し
、
各
地
で
行

動
規
制
が
強
化
さ
れ
た
。
日
系

大
手
メ
ー
カ
ー
に
よ
れ
ば
、
物

流
の
停
滞
も
加
わ
り
、
工
場
の

生
産
調
整
を
強
い
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
続
出
し
た
。
一
方
、
下
旬

に
は
感
染
を
徹
底
的
に
抑
え
込

む
「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
」
政
策
に
反

発
す
る
市
民
に
よ
る
異
例
の
抗

議
活
動
が
発
生
。
社
会
不
安
が

高
ま
る
中
、
当
局
は

月
に
入

っ
て
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
を
事
実

上
放
棄
し
た
。

た
だ
、
現
在
は
各
地
で
「
感

染
爆
発
」
が
起
き
て
い
る
も
よ

う
だ
。

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
「
（
ゼ
ロ

コ
ロ
ナ
見
直
し
の
）
方
向
性
は

正
し
い
が
、
あ
ま
り
に
性
急
だ
」

と
指
摘
。
感
染
爆
発
を
受
け
て

景
気
の
先
行
き
に
対
す
る
不
安

が
強
ま
っ
て
お
り
、
「
短
期
的

に
は
消
費
が
さ
ら
に
落
ち
込
む

可
能
性
が
高
い
」と
分
析
し
た
。

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
は

日
、
中

国
の
成
長
率
予
想
を
９
月
時
点

の
３
・
３
％
か
ら
３
・
０
％
に

引
き
下
げ
た
。
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【ワシントン・ロイター時事】米

中西部ノースダコタ、アイオワ両州

は中国企業傘下の短編動画投稿アプ

リ「 （ティックトック）」

について、情報流出への懸念から州

で購入した端末にダウンロードする

のを禁止した。米国で同様の規制が

広がる中、ティックトック運営会社

は 日の声明で「事実無根のうそに

基づく政策だ」と批判した。

ティックトックの禁止に乗り出し

たのはほかに、アラバマ、ユタなど

約 州。連邦捜査局（ＦＢＩ）のレ

イ長官が 月、ティックトックに関

し、国家安全保障上の懸念をもたら

すと述べていた。

連邦上院でも 日、政府職員の公

用端末でのティックトック使用を禁

ずる法案が可決された。法案成立に

は下院での可決が必要となる。

また、共和党のマルコ・ルビオ上

院議員は 日、米国でティックトッ

クを全面的に禁止する超党派の法案

を公表した。同議員の事務所は、中

国やロシアの影響下にあるソーシャ

ルメディア運営会社による全ての商

取引を禁止するという法案の趣旨を

説明した。

禁止 で拡 流出懸念 運営会社は批判
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子
ど
も
に
無
料
や
低
額
で
食

事
を
提
供
す
る「
子
ど
も
食
堂
」

が
全
国
で
前
年
比
１
３
１
７
カ

所
増
の
７
３
３
１
カ
所
（
速
報

値
）
と
な
っ
た
こ
と
が

日
、

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
全
国
こ
ど

も
食
堂
支
援
セ
ン
タ
ー
・
む
す

び
え
」
（
湯
浅
誠
理
事
長
、
東

京
）
の
調
査
で
分
か
っ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
る
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ

と
が
要
因
と
み
ら
れ
る
。

９
〜

月
に
団
体
や
自
治
体

に
対
し
て
調
査
。
子
ど
も
食
堂

は
自
治
体
へ
の
届
け
出
が
必
要

な
い
活
動
の
た
め
、
全
て
の
施

設
数
を
把
握
で
き
て
い
な
い
可

能
性
が
あ
る
。

都
道
府
県
別
に
見
る
と
、
東

京
が
８
３
９
カ
所
で
最
も
多

く
、
大
阪
６
１
３
カ
所
、
神
奈

川
３
９
６
カ
所
と
続
い
た
。
最

も
少
な
い
の
は
秋
田
の

カ
所

で
、
富
山
の

カ
所
、
福
井
の

カ
所
が
続
い
た
。
秋
田
以
外

の
東
北
は
、宮
城
１
２
０
カ
所
、

福
島

カ
所
、
岩
手

カ
所
、

山
形

カ
所
、
青
森

カ
所
だ

っ
た
。

ま
た
、
子
ど
も
食
堂
の
運
営

者
ら
に
現
状
や
困
り
事
を
尋
ね

た
結
果
も
公
表
し
た
。
物
価
高

の
影
響
を
感
じ
て
い
る
と
の
回

答
が
計

・
７
％
に
上
り
、
食

事
の
内
容
な
ど
を
既
に
変
更
し

た
と
の
答
え
も
６
・
９
％
あ
っ

た
。

〜

月
に
調
査
し
、
６

８
１
件
の
回
答
を
得
た
。

湯
浅
理
事
長
は
記
者
会
見
し

「
物
価
上
昇
が
さ
ら
に
進
行
す

れ
ば
現
場
は
よ
り
苦
し
く
な

る
」
と
指
摘
し
た
。
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【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】
米
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
最
高
経

営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
、
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
動
き
を
追
跡
す
る
ツ
イ
ッ

タ
ー
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が

日
ま
で
に
凍
結
さ
れ
た
。
マ

ス
ク
氏
は
「
言
論
の
自
由
」
を
重
視
し
自
身
に
不
都
合

な
ア
カ
ウ
ン
ト
の
存
在
も
認
め
る
と
し
て
き
た
だ
け

に
、
一
転
し
て
の
凍
結
に
「
言
行
不
一
致
」
と
の
受
け

止
め
も
出
て
い
る
。

マ
ス
ク
氏
は
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
位
置
情
報
を
知
ら

せ
る
ア
カ
ウ
ン
ト
は
危
険
を
伴
う
た
め
凍
結
さ
れ
る
」

と
投
稿
し
、
同
趣
旨
の
規
約
が
追
加
さ
れ
た
。

米
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
通
信
に
よ
る
と
、
こ
の
ア
カ
ウ

ン
ト
を
運
営
す
る

歳
の
大
学
生
は
「
マ
ス
ク
氏
は
言

論
の
自
由
を
守
る
た
め
に
余
計
な
こ
と
は
し
な
い
と
言

っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
正
反
対
だ
」
と
批
判
し
た
。
マ

ス
ク
氏
は
以
前
、
こ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
関
し
て
「
個
人

の
安
全
を
直
接
的
に
脅
か
す
も
の
で
あ
っ
て
も
禁
止
し

な
い
」
と
表
明
し
て
い
た
。

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】
米
電
気
自
動
車
大
手
テ
ス

ラ
の
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
最
高
経
営
責
任
者（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

が
保
有
す
る
テ
ス
ラ
株
を
追
加
売
却
し
た
こ
と
が

日

分
か
っ
た

ロ
イ
タ
ー
通
信
に
よ
る
と

約
２
２
０

０
万
株
で

億
㌦

約
４
９
０
０
億
円

相
当
。
売
却
目

的
は
不
明
だ
が
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
買
収
費
用
の
一
部
を

借
り
入
れ
で
賄
っ
て
お
り
、
関
連
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

テ
ス
ラ
株
売
却
は
米
証
券
取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）

に
提
出
さ
れ
た
資
料
で
判
明
。

〜

日
に
か
け
て
行

わ
れ
た
。

マ
ス
ク
氏
に
よ
る
ツ
イ
ッ
タ
ー
買
収
総
額
は
４
４
０

億
㌦
で
、
こ
の
う
ち
借
り
入
れ
が
１
３
０
億
㌦
を
占
め

た
。
マ
ス
ク
氏
は

月
に
も
、

億
５
千
万
㌦
相
当
の

テ
ス
ラ
株
を
売
却
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
テ
ス
ラ
の
株
価
は
下
落
基
調
を
た
ど
っ
て
お
り
、

株
主
は
不
満
を
募
ら
せ
て
い
る
と
い
う
。

（
写
真
は
ゲ
ッ
テ
ィ
‖
共
同
）

自身の航空機追跡凍結

米
ツ

ッ
タ
ー
ア
カ
ウ

ト

テスラ株追加売却
又又又又又俣
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▼
係
留
船
異
常

船
外
活
動
中
止

【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
航
空
宇

宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
は

日
、
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
で

同
日
予
定
し
て
い
た
ロ
シ
ア
の
飛
行

士
２
人
の
船
外
活
動
が
、
係
留
し
て

い
る
宇
宙
船
ソ
ユ
ー
ズ
の
異
常
に
伴

い
中
止
に
な
っ
た
と
明
ら
か
に
し

た
。Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
と
、
船
外
に
出

よ
う
と
し
て
い
た
２
人
は
居
住
区
域

に
戻
っ
た
。
若
田
光
一
さ
ん
ら
他
の

飛
行
士
に
も
危
険
は
な
か
っ
た
。

ソ
ユ
ー
ズ
か
ら
は
冷
却
剤
と
み
ら

れ
る
も
の
が
噴
出
す
る
様
子
が
確
認

さ
れ
た
。
ソ
ユ
ー
ズ
は
９
月
に
ロ
シ

ア
と
米
国
の
飛
行
士
を
乗
せ
て
Ｉ
Ｓ

Ｓ
に
到
着
し
、
係
留
さ
れ
て
い
た
。

飛
行
士
が
地
球
に
帰
る
際
に
も
用
い

る
。
ロ
シ
ア
国
営
宇
宙
開
発
企
業
ロ

ス
コ
ス
モ
ス
は

日
、
ソ
ユ
ー
ズ
の

表
面
に
何
ら
か
の
損
傷
が
生
じ
た
が

Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
正
常
に
活
動
を
続
け
て
い

る
と
発
表
。
原
因
を
調
査
し
た
上
で

今
後
の
対
応
を
決
め
る
と
表
明
し

た
。船

外
活
動
は
、
ロ
シ
ア
の
新
実
験

施
設
「
ナ
ウ
カ
」
に
機
器
を
取
り
付

け
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。
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